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ネイマールJrの成長、 
その陰にあるのは父ネイマールの愛！？ 

来日で話題沸騰！？ 
ネイマール来日前までにすでに総ツイート140万件越え！ 

【注目のＦａｃｔ】 
 

■ 来日で話題沸騰！？ネイマール来日前までにすでに総ツイート140万件越え！ 
■ ネイマール、成長の陰には父の大きな愛があった 
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Fact 

■Keyword／ネイマール  
本名 ネイマール・ダ・シウヴァ・サントス・ジュニオール。1992年2月5日生まれ
の22歳。父親もサッカー選手でその影響を受け17歳でトップチームデビュー。その
後、2010年にサンパウロ州選手権、2011年にリベルタドーレス杯など、南米のタイ
トルを獲得していき、2013年にスペインのFCバルセロナに移籍。ブラジルのナショ
ナルチームでの更なる活躍も期待されている。 

（インフルエンサーワイヤー事務局 佐久間・吉田） 

 7/30に初の単独来日をした、ネイマール。つぶやきの
経緯を見るとやはり、ワールドカップ前後での増加が顕
著である。ちなみにつぶやき数が増加した５～７月で、関
連語のランキングを抽出すると、怪我や骨折などは意外
と下位で14位・15位。上位に「試合」「可愛い」に次いで3
位にあるのが「ネイマールJr」という言葉。 
 ネイマールは、本名「ネイマール・ダ・シウヴァ・サント
ス・ジュニオール」。確かにユニフォームの背中も
NEYMAR JRと表記されている。ジュニア、ということは当
然、お父さんもネイマール。同じ名前を息子に授けた父
はどんな風に彼を育てたのだろうか？ 

2014年の「ネイマール」のつぶやき数の推移 
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W杯開催により、
呟きが増加 

※調査方法 
・調査ツール： Sysomos（Twitter調査ツール） 
・対象： Twitter 
・検索期間： 2014年1月1日～2014年7月16日 
・検索ワード： “ネイマール” 
・分析方法： 期間内に呟かれたツイートのうち、上記のキーワード 
         を含むツイートを集計、月ごとにグラフ化した。 

※調査方法 
・調査ツール／対象： Sysomos（Twitter調査ツール）／Twitter 
・検索期間／ワード： 2014年1月1日～2014年7月16日／ “ネイマール” 
・分析方法： 期間内に呟かれたツイートのうち、出現率が高い 
        語句を集計、ランキング 



ネイマール、成長の陰には父の大きな愛があった 

インフルエンサーワイヤー事務局  東京都港区東新橋1-8-1 

インフルエンサーワイヤーは、旬な企業情報を中心に、クチコミ分析の技術を活用し世の中の「話題」を立体的に捉えたレポートをお届
けするニューズレターです。 
ブロガーの皆様を中心に、マスメディア、ネットメディアの皆様にも、新鮮な記事ネタとして配信させていただいております。 
 
【お問い合わせ先】 
サービス登録に関するお問い合わせ： newsblog@agilemedia.jp（担当： 徳力、中山 アジャイルメディア・ネットワーク株式会社内） 

サービス全般・ニューズレターに関するお問い合わせ： 03-6216-0697 （担当： 落合、坂井 株式会社電通ｉＰＲ局内） 
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Fact 

父、ネイマールはどんな人だったのか、それがわかるのが、ネイ
マールの公式自叙伝である。 
 
■父と子、共著の公式自叙伝 
 今年3月に刊行された、「日本初の公式自叙伝」と銘打たれた、
「ネイマール 父の教え、僕の生きかた」（徳間書店刊）という書籍
がある。こちらは、著者がネイマール＆ネイマール・ジュニアとあり、
父と子の共著、となっている。この本の中に、父ネイマール、子ネイ
マールジュニア、の素顔が描かれている。 
 
■交互の章立てによって読み解かれる、父と子の素顔 
 父が書いた息子の成長のストーリーと、息子が書いた父との交流
のストーリーが交互に繰り広げられていく。父と子の素顔が、お互
いの章の中にちりばめられ、読み進めるにあたって、時と共に築か
れていった親子の信頼関係・絆が明らかになっていく。 

■スーパースターになっていく息子、いつまでも自分の息子。入り混じる父の思い 
 第1章では「宝石」と表現され、父として守るべき対象だった息子。第3章では自らがファン
のチームであるサントスFCをリベルタドーレス杯の優勝に導いてくれたスタープレイヤーと
しての表現に変わり、また第5章になると、それまで習慣となっていた試合直前の親子の会
話ができなかったことに、不安を覚えつつも、そんな中いつも通りの活躍をする息子。成長
を喜びつつも、どこか寂しさが感じられる、そんな父の思いが手に取るようにわかるのも、こ
の作品構成の特徴だろうか。 
 
 親子間・子育ての永遠のテーマでもある「父を超えていく息子」というストーリ。この本は、
父親ならば共感してしまったり、先のことを想像してしまうシーンがあるため、実はサッカー
やネイマールファンのみならず、子を持つ親、であればついつい読みふけってしまうのでは
ないだろうか？ 
 「ネイマールのような選手を生み出す父親像とはなんだろうか」と考えてみたり、「自分に
とって父や息子とはなんだろうか？」と思いを馳せながら、この本を読んでみたり、ブログを
書いてみたりしてはどうだろうか。 


